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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

9 月定例会で決まった主なこと

平成 25年度の主な会計別決算
会　計　名 歳　　　入 歳　　　　出

一 　 般 　 会 　 計 251 億 9,205 万円 237 億 8,570 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 70 億 8,862 万円 65 億 8,013 万円
後期高齢者医療特別会計 4 億 9,697 万円 4億 9,487 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 48 億 5,826 万円 46 億 8,321 万円

　平成２６年９月（第３回）定例会が、９月２日から９月３０日までの２９日間開催され、条例議案５件、
一般議案４件、補正予算５件、平成２５年度決算認定１０件、請願１件、発議案１件を審議した。採決の
結果、すべて原案のとおり可決した。今回の議会で決まった主なこと、議決結果は、次のとおり。
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議案種類 件　　　名 議決結果 付託委員会

議案第 47 号 南房総市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
について

原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 48 号 南房総市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の制定について

原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 49 号 南房総市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について

原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 50 号 南房総市児童遊園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 51号 南房総市老人いこいの家の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定
について

原案可決 
全 会 一 致 福　 祉

議案第 52 号 契約の締結について（南房総市丸山体育館大規模改修工事（建築工事）） 原案可決 
全 会 一 致 －

議案第 53 号 契約の締結について（千倉幼保一体化施設整備工事（建築工事）） 原案可決 
全 会 一 致 －

議案第 54 号 財産の無償譲渡について 原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 55 号 財産の無償貸付について 原案可決 
全 会 一 致 総　 務

議案第 56 号 平成２６年度南房総市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 57 号 平成 26 年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 
全 会 一致 予算審査特別

議案第 58 号 平成 26 年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 
全 会 一致 予算審査特別

議案第 59 号 平成 26 年度南房総市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 
全 会 一致 予算審査特別

認 定 第 1 号 平成 25 年度南房総市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
賛 成 多数 決算審査特別

認 定 第 2 号 平成 25 年度南房総市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
賛 成 多数 決算審査特別

認 定 第 3 号 平成 25 年度南房総市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一致 決算審査特別

認 定 第 4 号 平成 25 年度南房総市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一致 決算審査特別

認 定 第 5 号 平成25年度南房総市滝田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

認 定 第 6 号 平成25年度南房総市北三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

認 定 第 7 号 平成25年度南房総市南三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

認 定 第 8 号 平成25年度南房総市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

認 定 第 9 号 平成25年度南房総市国保病院事業会計決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

認定第 10 号 平成 25年度南房総市水道事業会計決算の認定について 原案認定 
全 会 一 致 決算審査特別

請 願 第 1 号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願 原案採択
全会一致 福　 祉

議案第 60 号 平成 26年度南房総市一般会計補正予算（第7号） 原案可決 
全 会 一 致 －

発 議 第 3 号 手話言語法制定を求める意見書案 原案可決 
全 会 一 致 －

平成26年南房総市議会

9月定例会提出議案議決結果
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決
算
審
査

　

平
成
26
年
9
月
18
日
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

招
集
し
、
議
長
及
び
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員
で
審
査
を
行
っ
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計

決
算

問　

空
き
家
バ
ン
ク
運
営

経
費
の
内
訳
は
。

企
画
政
策
課
長　

平
成
25

年
度
の
移
住
者
希
望
登
録

が
20
世
帯
、
空
き
家
登
録

が
4
件
、
契
約
実
績
が
4

件
、
改
修
補
助
が
３
件
で

２
７
１
万
円
だ
っ
た
。

問　

道
の
駅
「
和
田
浦
Ｗ

Ａ
・
Ｏ
！
」
の
売
り
上
げ

約
２
億
円
の
割
合
は
。

　

地
域
の
物
産
が
減
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
。

市
民
協
働
課
長　

レ
ス
ト
ラ

ン
が
約
５
千
万
円
、
残
り

10 会計総額　379 億 2,954 万円を支出
平成25年度決算を認定

１
億
５
千
万
円
が
物
販
と

聞
い
て
い
る
。

市
長　

地
域
活
性
化
の
た

め
に
な
る
べ
く
地
元
の
物

を
売
っ
て
い
く
が
、
経
営

全
般
を
考
え
な
が
ら
地
元

振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
る
の
で
、
応

援
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
活
動
応
援
事

業
、「
は
じ
め
の
一
歩
コ
ー

ス
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」

の
成
果
は
。

企
画
部
長　
「
は
じ
め
の
一

歩
コ
ー
ス
」
が
１
年
限
り

５
万
円
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
」
が
１
年
30
万
円

を
３
年
間
で
90
万
円
を
補

助
し
、
市
民
協
働
団
体
の

活
性
化
に
あ
る
程
度
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

問　

給
食
賄ま
か
ない
材
料
費
の

う
ち
、
地
元
産
品
の
割
合

は
。
地
元
産
を
増
や
せ
な

い
か
。

教
育
総
務
課
長　

金
額
で
市

内
42
％
、市
外
58
％
と
な
っ

て
い
る
。

教
育
長　

１
カ
月
、
２
カ

月
先
の
農
産
物
の
確
保
が

難
し
い
の
で
、
や
む
を
得

ず
市
外
の
物
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
努
力
を
し

て
い
く
。

問　

奨
学
資
金
貸
付
基
金

の
平
成
25
年
度
の
件
数

は
。

教
育
総
務
課
長　

平
成
25

年
度
の
新
規
が
10
人
、
現

在
、
貸
付
中
が
全
体
で
35

人
、返
済
中
が
36
人
と
な
っ

て
い
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

８
６
２
４
万
円
の
内
訳
は
。

教
育
総
務
課
長　

新
規
で
は

学
校
再
編
に
伴
い
大
型
60

人
乗
り
２
台
、
中
型
45
人

乗
り
１
台
、
小
型
29
人
乗

り
を
５
台
新
規
に
購
入
。

中
型
45
人
乗
り
１
台
を
更

新
し
た
。

問　

火
災
時
の
防
災
行
政

無
線
放
送
は
、
夜
間
の
場

合
、
当
該
地
域
と
隣
接
地

　道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」

福
祉
委
員
会
所
管

総
務
委
員
会
所
管
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域
く
ら
い
に
で
き
な
い
か
。

消
防
防
災
課
長　

消
防
団

員
用
に
は
地
図
を
添
付
し

た
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
当
該

地
区
の
み
に
放
送
す
る
方

向
で
消
防
委
員
会
に
諮は

か

り

た
い
。

問　

生
活
保
護
家
庭
の
内

訳
と
自
立
支
援
策
は
。

社
会
福
祉
課
長　

９
月
１
日

現
在
で
２
３
８
世
帯
の
内

単
身
世
帯
が
２
０
５
世
帯
、

2
人
世
帯
が
31
世
帯
、
4

人
世
帯
が
１
世
帯
、
７
人

世
帯
が
１
世
帯
で
、
合
計

２
７
８
人
が
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
。

　

非
常
勤
の
就
労
支
援
員

を
１
人
配
置
し
て
、
年
齢

的
に
ま
だ
働
け
る
人
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を

し
、
極
力
就
労
に
向
け
た

対
策
を
し
て
お
り
、
４
月

１
日
時
点
か
ら
７
世
帯
、

10
人
減
っ
て
い
る
。

問　

緊
急
医
療
情
報
カ
プ

セ
ル
の
配
付
で
助
か
っ
た

人
は
。

健
康
支
援
課
長　

救
急
車
等

で
の
搬
送
が
12
件
あ
っ
た
。

問　

看
護
師
等
修
学
資
金

貸
付
基
金
の
件
数
と
、
貸

付
対
象
は
。

健
康
支
援
課
長　

平
成
25

年
度
は
、
新
規
が
４
人
、

合
計
13
人
。
将
来
安
房
郡

市
内
に
お
い
て
看
護
師
等

に
従
事
し
よ
う
と
す
る
学

生
に
対
し
貸
し
付
け
て
い

る問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

利
用
者
１
５
０
人
の
う
ち
、

通
報
し
た
件
数
は
。

健
康
支
援
課
長　

搬
送
等

に
つ
な
が
っ
た
件
数
が
19

件
あ
っ
た
。

問　

あ
わ
び
増
産
総
合
対

策
事
業
補
助
金
と
は
。

農
林
水
産
課
長　

増
産
総

合
対
策
事
業
と
し
て
富
浦

漁
協
、
東
安
房
漁
協
の
２

カ
所
へ
要
望
に
沿
い
平
板

を
設
置
し
た
事
業
費
の
２

分
の
１
、
50
万
円
を
上
限

と
し
て
助
成
し
て
い
る
。

問　

平
舘
漁
港
の
荷
揚
げ

場
の
強
靱
化
事
業
は
、
県

営
漁
港
の
た
め
県
と
の
協

議
が
必
要
で
は
。

　

他
に
も
老
朽
化
施
設
が

あ
る
が
。

農
林
水
産
課
長　

柱
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
緊
急
性
が

あ
っ
た
の
で
、
早
急
な
対

策
を
し
た
。
地
区
一
帯
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
鋭
意

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、

金
網
や
防
護
柵
な
ど
被
害

防
止
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
頭
数
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
で
は
。

農
林
水
産
課
長　

法
改
正

が
あ
り
、
県
で
も
捕
獲
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
確
立
を

目
指
し
て
い
る
。

　

今
年
度
１
地
区
で
獣
害

に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

事
業
を
予
定
し
、
被
害
が

少
な
い
う
ち
に
早
く
芽
を

摘
ん
で
い
き
た
い
。

問　

岩
井
漁
協
と
富
浦
町

漁
協
が
合
併
す
る
が
、
恩

恵
は
あ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

コ
ス
ト
削

減
、
荷
の
集
約
等
、
プ
ラ

ス
面
が
発
揮
さ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

平成 25年度一般会計決算内訳

歳出
237億8,570万円237億8,570万円

歳入
251億9,205万円251億9,205万円

<民生費 >
52 億 4,312万円
22.0%

<民生費 >
52 億 4,312万円
22.0%

<地方交付税>
110 億 6,223 万円
43.9%

<地方交付税>
110 億 6,223 万円
43.9%

<市税 >
39 億 1,314 万円
15.5%

<市税 >
39 億 1,314 万円
15.5%

<市債 >
31 億  120 万円
12.3％

<市債 >
31 億  120 万円
12.3％

<国県支出金>
38 億 5,620 万円
15.3％

<国県支出金>
38 億 5,620 万円
15.3％

<繰越金 >
11 億 9,741 万円
4.8%

<繰越金 >
11 億 9,741 万円
4.8%

<その他 >
20 億 6,187 万円
8.2%

<その他 >
20 億 6,187 万円
8.2%

<その他 >
16 億 8,109 万円
7.0%

<その他 >
16 億 8,109 万円
7.0%

<総務費 >
29 億 9,520 万円
12.6%

<総務費 >
29 億 9,520 万円
12.6%

<公債費 >
32 億 6,952 万円
13.8%

<公債費 >
32 億 6,952 万円
13.8%<衛生費 >

26 億 8,630 万円
11.3%

<衛生費 >
26 億 8,630 万円
11.3%

<消防費 >
19 億  718 万円
8.0%

<消防費 >
19 億  718 万円
8.0%

<土木費 >
10 億 6,576 万円
4.5%

<土木費 >
10 億 6,576 万円
4.5%

<農林水産費>
7 億 3,173 万円
3.1%

<農林水産費>
7 億 3,173 万円
3.1%
<商工費 >
9 億 4,393 万円
4.0%

<商工費 >
9 億 4,393 万円
4.0%

<教育費 >
32 億 6,187 万円
13.7%

<教育費 >
32 億 6,187 万円
13.7%

　平板による漁場造成

産
業
委
員
会
所
管
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本
が
配
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
本
を
配
る
必
要
は
な
い
。

　

議
長
公
用
車
の
購
入
や

政
務
活
動
費
を
12
万
円
へ

の
引
き
上
げ
に
対
し
、
市

民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
政

務
活
動
費
の
使
途
を
公
表

す
べ
き
だ
。

　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
も
、
館
山
、
鋸
南
が
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
中
、

南
房
総
市
で
も
中
学
校
３

年
生
ま
で
上
げ
る
よ
う
に

求
め
反
対
す
る
。

問　

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
事
業
の
委
託
と
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

㈱

Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
に
委
託
し
、
国

の
緊
急
雇
用
の
事
業
で
雇

用
し
た
５
人
の
臨
時
職
員

が
観
光
資
源
等
を
調
査
し
、

『
る
る
ぶ
』
と
い
う
南
房
総

市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製

作
し
た
。

問　

青
年
就
農
者
確
保
・

育
成
給
付
金
事
業
、
担
い

手
育
成
事
業
の
成
果
は
。

地
域
資
源
再
生
課
長　

県
の
経

営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
者
６
人
と
、
研
修
者
３

人
を
受
け
入
れ
た
市
内
の

農
家
３
軒
に
給
付
を
し
、

研
修
の
終
わ
っ
た
１
人
が

就
農
し
た
。

　　

学
校
再
編
は
、
保
護
者

や
住
民
な
ど
の
合
意
が
不

十
分
だ
。

　
『
13
歳
か
ら
の
道
徳
教

科
書
』
は
、
現
在
道
徳
の

　

千
倉
の
幼
保
一
体
化
施

設
や
、『
13
歳
か
ら
の
道
徳

教
科
書
』、
議
長
公
用
車
の

購
入
に
対
す
る
市
民
か
ら

の
是
非
、
子
ど
も
医
療
費

で
通
院
費
の
助
成
等
、
指

摘
が
あ
っ
た
が
、
納
得
で

き
る
回
答
が
あ
り
、
賛
成

す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

財政指標

■ 財政力指数
　　３年度間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。１を超えると余裕財源を持っていることになる。
　　平成 25年度は 0.363 ポイントで前年度を 0.001 ポイント上回った。
■ 実質収支比率
　　 実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望ましいとされる。平成 25年度は 8.2％で前年度を 1.1
ポイント上回った。

■ 経常収支比率
　　 低いほど弾力性がある。税金などの一般財源が扶助費や人件費などの経費にどれだけ使われたかを表す
もの。平成 25年度は 80.8%で前年度を 0.5 ポイント下回った。

■ 実質公債費比率
　　 18%から地方債の発行に許可が必要になる。25%以上で地方債の発行が制限される。平成25年度は6.8%
で前年度より 1.3 ポイント下回った。

区　分 平成 25 年度 平成 24 年度 平成 23 年度

財 政 力 指 数 0.363 0.362 0.373

実質収支比率 8.2％ 7.1％ 7.5％

経常収支比率 80.8％ 81.3％ 80.9％

実質公債費比率 6.8％ 8.1％ 9.4％

討　
　
　

論

反
対
討
論

賛
成
討
論

決
算
審
査
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◎
平
成
25
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算

問　

滞
納
者
に
対
す
る
資

格
証
明
書
や
短
期
保
険
証

の
発
行
数
、
短
期
保
険
証

の
留
め
置
き
件
数
は
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金

の
保
有
額
は
。

保
険
年
金
課
長　

短
期
保

険
証
が
５
９
１
世
帯
、
資

格
証
明
書
が
１
２
１
世
帯
、

窓
口
留
め
置
き
件
数
は
、

５
月
１
日
現
在
で
４
３
１

　

国
に
対
し
て
も
、
国
庫

負
担
の
増
額
を
求
め
て
ほ

し
い
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
国
保
税
を
引

き
上
げ
な
い
よ
う
求
め
て
、

反
対
す
る
。

　

医
療
費
を
削
減
す
る
た

め
、
診
療
報
酬
明
細
書
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
、

特
定
健
診
実
施
率
を
高
め

る
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
、

高
い
収
納
率
を
維
持
し
、

基
金
も
２
億
１
千
万
円
を

維
持
で
き
て
い
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算

問　

短
期
証
の
発
行
件
数

は
。

保
険
年
金
課
長　

６
月
16

日
現
在
で
５
件
。

世
帯
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
末
の
財
政
調

整
基
金
は
２
億
１
７
６
７
万

円
。

　

資
格
証
明
書
の
発
行
は

中
止
し
、
短
期
保
険
証
を

発
行
し
、
留
め
置
き
せ
ず

渡
す
よ
う
求
め
る
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
滝
田
財
産

区
・
北
三
原
財
産
区
・
南
三

原
財
産
区
特
別
会
計
決
算

問　

財
産
管
理
委
員
だ
け

の
総
会
は
可
能
か
。
ま
た
、

総
会
は
行
わ
れ
た
か
。

行
革
財
政
課
長　

管
理
会
の

権
限
で
あ
り
可
能
だ
が
、

開
催
し
た
と
い
う
報
告
は

な
い
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
国
保
病
院

事
業
会
計
決
算

問　

改
築
後
27
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
全
体
の
改

修
予
定
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

耐
震
基

準
も
満
た
し
て
お
り
、
現

時
点
で
は
、
新
築
、
改
築

等
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

原
案
ど
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算

問　

有
収
率
が
１・
６
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
が
、
漏

水
調
査
は
全
区
域
で
終

わ
っ
て
い
る
か
。

水
道
局
長　
２
年
間
掛
け
て

全
区
域
を
調
査
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
は
、
富
山
、

丸
山
、千
倉
の
調
査
を
し
た
。

　富山国保病院

平成 25年度公営企業会計決算
項　　目 水道事業会計 国保病院事業会計

収益的収入
及 び 支 出

収入 14 億 6,009 万円 5億 2,912 万円

支出 13 億 5,511 万円 5億  639 万円

資本的収入
及 び 支 出

収入 1 億 5,186 万円 6,356 万円

支出 4 億 4,453 万円 7,412 万円

討　
　
　

論

反
対
討
論

賛
成
討
論

　

原
案
ど
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
決

算
、
公
共
用
地
取
得
事
業

特
別
会
計
決
算
の
質
疑
は

な
く
原
案
ど
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

決
算
審
査
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補
正
予
算

本
市
に
あ
る
か
。
改
修
時

に
本
格
的
な
競
技
用
プ
ー

ル
に
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

生
涯
学
習
課
長　

競
技
用

プ
ー
ル
は
な
い
。

市
長　

体
育
施
設
を
ど
う

整
備
す
る
か
協
議
し
て
い

る
。

○
廃
園
・
廃
校
施
設
管
理

事
業

１
６
０
７
万
円

問　

旧
平
群
小
学
校
の

プ
ー
ル
解
体
後
の
利
活
用

は
。

学
校
再
編
推
進
課
長　

利
用
計

画
は
な
い
。
し
ば
ら
く
駐

車
場
と
し
て
使
う
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
事

業

４
１
２
０
万
円

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更

新
計
画
は
。

教
育
総
務
課
長　

購
入
し

て
か
ら
23
年
経
過
し
、
走

行
距
離
30
万
キ
ロ
以
上
を

基
準
に
考
え
て
い
る
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

　

平
成
26
年
９
月
17
日
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

招
集
し
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
審
査
を
行
っ
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）

○
社
会
福
祉
総
務
費

１
６
０
万
円

問　

生
活
保
護
者
の
就
労

自
立
給
付
金
の
上
限
は

10
万
円
だ
が
、
再
受
給
で

き
る
の
か
。

社
会
福
祉
課
長　

給
付
金

を
受
け
る
と
３
年
間
は
受

給
で
き
な
い
。

○
園
芸
施
設
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
推
進
事
業８

４
５
万
円

平成 26年度南房総市一般会計補正予算（第 6号）
一般会計補正　1 億 309 万円追加

246億 3,420万円総
額

問　

認
定
農
業
者
は
誰
が

決
め
る
の
か
。
市
内
に
は

何
人
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長　

市
の
協

議
会
で
認
定
。
１
０
７
人
。

○
農
産
産
地
支
援
事
業　

　

１
６
９
万
円

問　

県
が
３
分
の
１
補
助

す
る
が
、
機
械
何
台
分
か
。

農
林
水
産
課
長　

散
布
幅

16
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
30

メ
ー
ト
ル
の
ほ
場
な
ら
一

往
復
で
終
わ
る
「
自
走
式

防
除
機
」
１
台
。

○
千
倉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
費

４
５
０
８
万
円

問　

プ
ー
ル
は
、
28
年
間

大
規
模
改
修
は
な
か
っ
た

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

平
成
５

年
度
に
水
槽
の
塗
装
、
平

成
６
年
度
に
鉄
筋
の
塗

装
、
平
成
７
年
度
に
幕
帯

を
取
り
替
え
た
。

問　

競
技
用
プ
ー
ル
は
、

○
介
護
給
付
費
準
備
基
金

積
立
金　
　

 

４
４
２
万
円

問　

積
立
金
残
高
は
。

健
康
支
援
課
長

　
１
億
２
３
８
７
万
円
。

◎
国
保
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算

○
有
形
固
定
資
産
購
入
費

７
５
３
万
円

問　

今
回
の
補
正
で
は
何

を
買
う
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長

一
般
病
棟
の
車
い
す
利
用

者
も
入
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型

入
浴
装
置
を
備
え
た
浴
槽
。

問　
ど
の
よ
う
な
浴
槽
か
。

国
保
病
院
事
務
長

一
般
病
床
の
座
位
で
入
る

浴
槽
。

◎
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
は
、
質
疑
は
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

民　

生　

費

教　

育　

費

農
林
水
産
費

　

９
月
11
日
の
大
雨
で
被

災
し
た
、
農
地
・
農
業
用

施
設
、
林
道
、
市
道
、
河

川
の
災
害
復
旧
の
費
用
と

し
て
補
正
予
算
（
第
７
号
）

が
定
例
会
最
終
日
に
提
出

さ
れ
、
可
決
し
た
。

○
農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費

２
８
１
万
円

○
林
業
施
設
災
害
復
旧
費

１
０
８
万
円

○
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復

旧
費

３
６
８
万
円

○
河
川
災
害
復
旧
費

１
１
８
万
円

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

８
７
５
万
円
を
追
加
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委
員
会
報
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委 員 会 報 告

丸山運動広場を無償貸付
　

平
成
26
年
９
月
16
日
、

総
務
委
員
会
を
招
集
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
。

◎ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

問　

全
て
の
市
町
村
が
制

定
す
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

制
定
す

る
こ
と
に
な
る
。

問　

都
市
と
地
方
の
現
状

は
適
合
す
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

適
合
は

し
て
い
な
い
が
、
国
の
基

準
と
同
じ
と
考
え
る
。

問　

最
低
基
準
を
向
上
さ

せ
る
指
導
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

文
面
等

で
指
導
す
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

総
務

◎
財
産
の
無
償
貸
付
（
丸

山
運
動
広
場
）

問　

貸
付
先
は
、ど
こ
か
。

ほ
か
の
場
所
で
も
活
動
し

て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
「
㈱
ス
ポ
ー

ツ　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
で

会
社
登
記
は
平
成
26
年
４

月
23
日
設
立
、
資
本
金

９
０
０
万
円
で
神
奈
川
県

３
カ
所
、
千
葉
県
３
カ
所

で
活
動
予
定
。

問　

期
間
は
５
年
と
し
た

理
由
と
途
中
撤
退
の
罰
則

は
。

生
涯
学
習
課
長　

５
年
間

以
上
の
継
続
的
な
事
業
と

し
て
考
え
て
い
る
。
罰
則

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

契
約
期
間
内
に
撤
退

し
な
い
よ
う
、
市
と
し
て

の
対
応
は
。

生
涯
学
習
課
長　

で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
た
い
。

問　

安
房
地
域
外
の
参
加

者
誘
致
と
地
元
雇
用
の
可

能
性
は
。

生
涯
学
習
課
長　

参
加
者

の
誘
致
は
市
と
し
て
も
努

力
す
る
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト

コ
ー
チ
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
の
運
営
等
で
地
元
雇
用

は
あ
る
と
考
え
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
、
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
、
児
童
遊
園
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
、
財
産
の

無
償
譲
渡
は
、
質
疑
等

は
な
く
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

改修中の丸山運動広場管理棟
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手話言語法制定を求める
請願を採択

　

平
成
26
年
９
月
12
日
、

福
祉
委
員
会
を
招
集
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
。

◎
老
人
い
こ
い
の
家
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
廃
止

問　

平
成
25
年
度
の
利
用

者
数
は
。

　

ま
た
、
入
浴
施
設
利
用

者
は
今
後
は
ど
う
す
る
の

か
。

健
康
支
援
課
長　

利
用
者
数

は
５
４
７
人
。
今
後
は
、

市
内
に
あ
る
他
の
３
カ
所

の
施
設
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

問　

入
浴
施
設
３
カ
所
は

ど
こ
か
。

健
康
支
援
課
長　
「
和
田
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら

ぎ
」、「
ち
く
ら
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
ゆ
ら
り
」、「
と

み
う
ら
元
気
倶
楽
部
」。

福
祉

問　

送
迎
は
考
え
て
い
る

か
。

健
康
支
援
課
長　

今
後
検
討

す
る
。

問　

入
浴
施
設
の
今
後
の

整
備
方
針
は
。

市
長　

市
内
外
か
ら
の
需

要
を
考
慮
し
な
が
ら
、
廃

止
や
新
設
も
含
め
て
考
え

た
い
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

問　

長
い
間
の
差
別
と

は
。

紹
介
議
員　

ろ
う
学
校
で

は
手
話
教
育
が
な
さ
れ
ず
、

地
域
社
会
で
も
手
話
が
正

し
い
観
点
で
用
い
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
と

思
う
。

問　

安
房
地
域
の
手
話
教

育
の
現
状
は
。

紹
介
議
員　

学
校
教
育
の

中
で
は
、
手
話
を
基
調
と

し
た
も
の
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

問　

請
願
の
趣
旨
か
ら
す

る
と
、
現
在
、
特
別
支
援

学
校
で
、
安
房
地
域
の
ろ

う
者
が
学
習
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
旨

は
意
見
書
に
含
ま
れ
な
い

の
か
。

紹
介
議
員　

今
回
の
意
見

書
に
は
、
含
ま
れ
な
い
。

問　

学
校
で
も
、
手
話

サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
教
育

は
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

紹
介
議
員　

地
域
で
、
そ

の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
こ

と
は
聞
い
て
い
る
が
、
県

下
の
学
校
教
育
の
中
で
、

授
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
な
い
。

　

原
案
ど
お
り
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

とみうら元気倶楽部
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問
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
方
法

と
検
査
費
用
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
３
種
類
あ

り
、
血
液

検
査
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査

は
、
全
額
自
費
で
３
千
円
程
度

か
か
る
。

問
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

付
し
て
も
が
ん
検
診

を
受
診
さ
れ
な
い
人
へ
の
対
応

や
総
合
検
診
の
受
診
勧
奨
の
対

応
は
。

保
健
福
祉
部
長
本
年
か
ら

過
去
の
子

宮
が
ん
検
診
の
未
受
診
者
に
対

し
、
再
度
送
付
予
定
。
総
合
検

診
会
場
は
市
内
７
地
区
に
設
営

し
、
受
診
者
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。

問
昨
年
２
月
に
ピ
ロ
リ
菌

除
菌
治
療
が
保
険
適

用
と
な
り
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

導
入
の
考
え
は
。

市
長
費
用
を
行
政
側
が
す

べ
て
負
担
す
る
の

か
、
市
民
に
も
負
担
し
て
も
ら

う
の
か
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

阿部美津江議員

胃
が
ん
の
早
期
発
見
、
予
防
に
有
効
な
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
の
導
入
を

国
や
県
の
指
針
に
沿
っ
て
勧
め
て
い
る

問
犬
、
猫
殺
処
分
の
現

状
と
、
殺
処
分
を
減

ら
す
対
策
は
。

市
長
平
成
25
年
度
安
房
管

内
で
は
、
犬
９
５
９

頭
、
猫
２
８
０
６
頭
、
合
計

３
７
６
５
頭
が
殺
処
分
さ
れ

て
い
る
。
県
と
連
携
、
協
力
を

し
、
殺
処
分
を
減
ら
す
た
め
に

適
正
な
飼
育
の
推
奨
に
努
め

る
。問

飼
い
主
か
ら
の
犬
、

猫
の
引
き
取
り
に
係

る
手
数
料
は
。

建
設
環
境
部
長
生
後
91
日

以
上
の
犬

猫
１
頭
に
つ
き
３
０
８
０
円
、

生
後
91
日
未
満
の
子
犬
、
子
猫

は
１
頭
６
１
０
円
か
か
る
。

問
野
良
猫
対
策
と
し
て

の
今
後
の
方
針
は
。

市
長
地
域
の
協
力
を
得

て
地
域
猫
活
動
の

周
知
と
と
も
に
、
不
用
意
な
餌

や
り
に
対
す
る
指
導
を
し
て

い
く
。

問
飼
い
主
が
特
定
で
き

な
い
猫
は
、
地
域
住

民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や

市
民
活
動
を
行

政
が
支
え
る
形

が
理
想
と
考
え

る
。
市
独
自
に

飼
い
主
が
特
定

で
き
な
い
猫
へ

の
不
妊
去
勢
手

術
の
助
成
の
考

え
は
あ
る
か
。

市
長
市
独
自
の
対
策
と

し
て
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、「
地
域
猫
活
動
」

の
対
策
に
つ
い
て
周
知
を
図

る
。

動
物
愛
護
、
動
物
と
の

共
生
社
会
に
つ
い
て

一
般
質
問

総合検診

対策が必要な野良猫
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一
般
質
問

市
長
市
内
に
は
県
が
管

理
す
る
千
倉
漁
港
、

乙
浜
漁
港
、
和
田
漁
港
と
、
市

の
管
理
す
る
16
の
漁
港
が
あ

り
、
漁
業
協
同
組
合
が
主
体
と

な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
や
市
の
事
業
に
よ

る
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は

依
然
と
し
て
な
く
な
ら
な
い
。

　

今
後
と
も
、
漁
業
協
同
組
合

や
漁
業
者
と
協
力
し
て
、
漁
港

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
廃
船
の
責
任
の
所
在

を
明
ら
か
に
し
、
最

終
的
な
処
分
ま
で
行
政
が
一

貫
し
て
指
導
、
監
督
す
る
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

市
長
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
平
成
27

年
度
策
定
に
向
け
て
進
め
て
お

り
、
長
期
的
な
人
口
の
推
移
や

財
政
の
推
計
を
も
と
に
公
共
施

設
の
有
効
活
用
の
方
向
性
を
示

し
、
施
設
の
撤
去
か
ら
長
寿
命

化
、
新
設
ま
で
を
10
年
以
上
の

期
間
を
定
め
て
年
次
計
画
で
進

め
て
い
く
。

　

移
行
期
間
に
犯
罪
な
ど
の
発

生
が
な
い
よ
う
、
管
理
し
て
い

く
。問

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

漁
具
や
廃
船
は
、
漁

港
や
漁
場
そ
の
も
の
に
悪
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

市
の
対
策
は
。

問
活
用
に
関
し
て
の
方
針

は
。

市
長
総
合
的
に
判
断
し
、

再
利
用
や
解
体
撤

去
、
土
地
の
売
却
な
ど
を
し
て

い
る
。

問
廃
止
し
た
施
設
は
、
市

の
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
適
切
な
管
理
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
跡
地
全
体
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
放
置
艇
は
、
全
国
各

地
で
社
会
問
題
と

し
て
顕
在
化
し
て
お
り
、
本

来
、
所
有
者
自
ら
が
処
理
を
進

め
る
も
の
で
、
問
題
化
す
る
前

の
段
階
で
適
正
な
保
管
状
況

が
確
立
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
く
。

峯　　隆司議員

公
共
施
設
の
跡
地
利
用
は
、
効
果
的
な
運
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が

公
有
財
産
活
用
検
討
委
員
会
で
施
設
ご
と
に
最
善

の
活
用
方
法
を
協
議
し
て
い
く

漁
港
の
環
境
対
策

　

小
型
船
舶
等
は
、
登
録
制
度

や
定
期
検
査
制
度
が
あ
る
が
、

登
録
抹
消
時
に
廃
船
処
理
の

確
認
義
務
が
な
い
の
で
、
国
・

県
の
関
係
機
関
に
制
度
の
改

正
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

旧長尾小学校

七浦漁港



13 ／南房総  議会広報／第 34号

一
般
質
問

と
考
え
る
が
。

市
長
和
田
地
区
の
全
住
民

が
、
検
討
委
員
会
の

内
容
に
つ
い
て
、
納
得
さ
れ
て

い
る
と
は
私
自
身
も
思
っ
て
い

な
い
。
答
申
内
容
を
理
解
さ
れ

る
よ
う
地
域
の
方
々
に
話
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
旧
和
田
中
学
校
の
海
抜

は
９
メ
ー
ト
ル
で
富

浦
中
学
校
と
同
じ
だ
。
な
ぜ
富

浦
中
学
校
が
安
全
で
和
田
中
学

校
が
危
な
い
の
か
。

市
長
津
波
に
対
し
て
私
は

専
門
家
で
は
な
い

の
で
、
ど
ち
ら
が
安
全
か
は
一

概
に
は
言
え
な
い
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
安
全
対
策

を
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

問
学
校
再
編
検
討
委
員
会

で
は
丸
山
に
統
合
で

可
決
し
た
が
、
和
田
地
区
の
大

多
数
は
納
得
し
て
い
な
い
。
検

討
委
員
会
の
委
員
は
和
田
地
区

５
千
人
の
住
民
の
一
部
の
委
員

で
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
地
域

を
越
え
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス

で
、
感
心
で
き
な
い
進
め
方
だ

髙木　幹男議員

問
和
田
地
域
住
民
は
同

意
を
し
て
い
な
い
。

住
民
の
意
識
、
気
持
ち
、
そ
し

て
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
総

合
的
に
判
断
す
れ
ば
急
い
で

合
併
す
る
問
題
で
は
な
い
と

考
え
る
。

　

私
と
し
て
は
白
紙
撤
回
を

求
め
た
い
と
思
う
。

市
長
再
編
検
討
委
員
会

の
答
申
内
容
に
従

い
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。問

総
務
省
発
表
で
は
、

南
房
総
市
が
千
葉
県

で
一
番
財
政
破は
た
ん綻
が
早
い
と

新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
て
い

る
。

　

旧
和
田
中
学
校
は
新
し
く

建
て
ら
れ
た
学
校
だ
。
小
学

校
、
幼
保
施
設
を
新
た
に
建
設

す
れ
ば
消
費
税
も
上
が
り

40
億
円
の
予
算
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　

旧
和
田
町
は
大
き
な
問
題

に
つ
い
て
は
住
民
投
票
を
行

い
７
町
村
で
合
併
し
た
。
安
房

地
区
の
中
で
学
校
の
な
い
の

は
和
田
地
区
だ
け
だ
。

　

地
区
民
に
よ
る
住
民
投
票

を
市
長
に
求
め
た
い
。

市
長
こ
の
問
題
に
対
し

て
和
田
地
区
で
の

住
民
投
票
は
考
え
て
い
な
い
。

小
学
校
、
幼
保
施
設
は

南
三
原
地
区
に
統
合
の

約
束
は

南三原小学校

嶺南中学校和田校舎

和
田
・
丸
山
地
区
学
校
再
編
に
つ
い
て

納
得
さ
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
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問
「
厳
し
い
公
害
防
止
条

件
を
守
れ
る
施
設
か
」

の
重
要
度
が
低
い
が
、
環
境
へ

の
配
慮
は
重
要
度
が
高
く
な

い
の
か
。

市
長
環
境
対
策
が
重
要

な
の
は
当
た
り
前

で
、
総
合
評
価
で
の
位
置
付
け

だ
。問

評
価
項
目
は
ど
う

や
っ
て
作
っ
た
の
か
。

建
設
環
境
部
長
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
㈱
が
関
わ
っ
て

作
っ
た
。

問
８
年
前
に
談
合
で
営

業
停
止
処
分
を
受
け

た
会
社
だ
。
意
見
を
丸
の
み
し

一
般
質
問

問
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽

減
対
策
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

市
長
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
だ
け
で
な
く
外

出
し
づ
ら
い
高
齢
者
を
支
援
す

る
目
的
も
あ
る
。

問
枚
数
を
増
や
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
タ
ク
シ
ー
券
を
使
い

切
っ
た
人
は
１
７
０

人
中
30
人
な
の
で
増
や
さ
な

い
。問

一
度
に
何
枚
も
使
え
る

よ
う
に
す
れ
ば
余
ら

せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
研
究
す
る

必
要
は
あ

る
。

問
今
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー

券
利
用
者
が
消
費
税

増
税
分
を
払
っ
て
い
る
が
、
市

が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
負
担
す
る
考
え
は
な

い
。

問
新
た
に
市
が
11
万
円
を

負
担
す
れ
ば
済
む
が
。

保
健
福
祉
部
長
過
去
２
回

初
乗
り
に

合
わ
せ
改
正
し
た
が
将
来
的
な

こ
と
を
考
え
今
回
見
送
っ
た
。

て
良
い
の
か
。

建
設
環
境
部
長
心
配
な
い

と
い
う
こ

と
で
発
注
し
て
い
る
。

問
環
境
が
整
わ
な
い
中
、

統
合
を
急
い
だ
こ
と

で
子
ど
も
達
た
ち
へ
の
負
荷

が
か
か
っ
て
い
な
い
か
。

教
育
長
統
合
を
急
い
だ

と
い
う
認
識
は

な
い
。

問
年
長
１
人
あ
た
り
の
部

屋
の
広
さ
は
市
内
９
幼

稚
園
で
最
も
狭
い
。
１
部
屋
34

人
で
設
置
基
準
ギ
リ
ギ
リ
。
手

狭
で
適
応
で
き
な
い
子
も
い
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
統
合
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
園

安田美由貴議員

高
齢
者
の
バ
ス
券
や
タ
ク
シ
ー
券
を
所
得
制
限
な
く

使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
対
策
と
し
て
行
っ
て
い
る

バス・タクシー券

千
倉
幼
稚
園
園
舎

の
生
活
に
馴
染
め
な
い
子
が

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

人
数
が
多
く
な
り
集
団
生
活

が
活
発
化
し
て
い
る
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
の

評
価
項
目

千
倉
幼
稚
園

見  本

見  本
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建
設
環
境
部
と
協
議
し
て
で
き

る
も
の
か
ら
市
道
に
し
て
い
く
。

問
財
産
管
理
委
員
会
の

会
議
が
行
わ
れ
た
事

実
と
経
費
、
公
金
の
管
理
と
運

用
の
仕
方
は
。

総
務
部
長
会
議
を
開
催

し
た
こ
と
は

な
い
と
思
う
。
経
費
は
南
三

原
、
北
三
原
財
産
区
の
予
算
内

で
利
用
が
出
来
る
。
管
理
は
市

の
会
計
管
理
者
が
行
う
。
利
用

方
法
は
議
会
の
議
決
を
持
っ

て
決
定
さ
れ
る
。

一
般
質
問

市
長
市
有
地
を
活
用
し
た

道
路
の
有
効
活
用

を
進
め
道
路
整
備
を
図
っ
て
い

く
。
今
後
は
社
会
情
勢
を
見
極

め
な
が
ら
県
と
の
調
整
を
図
る
。

問
向
畑
バ
イ
パ
ス
（
白
渚

（
国
道
１
２
８
号
）
〜

（
小
川
（
県
道
和
田
丸
山
館
山

線
））
全
体
計
画
延
長
８
０
０

メ
ー
ト
ル
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
事
業
と
し
て
長
期
間

に
お
い
て
休
止
状

態
で
あ
る
。

建
設
環
境
部
長
事
業
の
再

開
は
道
路

管
理
者
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

問
国
道
１
２
８
号
バ
イ
パ

ス（
海
発
〜
花
園
）６・

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
今
後

の
方
向
性
は
。

市
長
国
、
県
の
財
政
状
況

も
あ
り
、
現
在
は
休

止
状
況
に
あ
る
。

問
和
田
８
号
線
（
五
十
蔵

〜
柴
）
全
体
計
画
延

長
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
今
年
度

８
０
０
メ
ー
ト
ル
完
成
を
持
っ

て
休
止
、
今
後
、
残
り
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
区
間
を
ど
う
対
応
す

る
か
。

問
南
三
原
財
産
区
は
、

山
林
面
積
19
ヘ
ク

タ
ー
ル
予
算
９
千
円
、
北
三
原

財
産
区
は
山
林
面
積
18
ヘ
ク

タ
ー
ル
予
算
２
千
円
で
長
年

に
渡
り
放
置
状
態
で
あ
る
。
先

人
が
汗
を
流
し
植
林
を
し
た

人
工
林
で
あ
り
、
市
有
林
と
し

て
管
理
し
た
方
が
、
財
政
上
の

た
め
に
も
な
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長
財
産
区
の
管

理
す
る
山
林

の
財
産
は
財
産
区
の
考
え
方

が
大
事
で
あ
る
。
現
在
日
常
生

活
上
、
財
産
区
そ
の
も
の
に
依

存
し
な
く
て
も
生
活
が
成
り

立
つ
時
代
で
あ
る
。

問
生
活
道
中
心
の
林
道

を
市
道
に
格
上
げ
で

き
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長
関
係
機

関
、
ま
た

長谷川　博議員

計
画
さ
れ
た
和
田
地
域
の
道
路
網
整
備
を
早
急
に

国
、
県
の
財
政
状
況
で
休
止
状
態
に
あ
る

市道和田 8号線

整備された森林

自
然
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
も
森
林
整
備

に
関
心
を
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三
芳
幼
保
一
体
化
施
設
建

設
事
業
の
外
構
等
整
備
工
事

に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
工
事
に

お
い
て
建
設
需
要
の
高
ま
り

に
よ
り
、
水
槽
の
製
作
に
不
測

の
時
間
を
要
し
て
お
り
、
約
１

カ
月
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　

工
程
管
理
に
つ
い
て
は
、
両

工
事
と
も
に
定
例
会
議
を
実

施
し
、
工
程
に
遅
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
に
工
程
管
理
を
徹
底

す
る
。

問
工
期
が
遅
れ
て
い
る

業
者
が
、
大
き
な
工

事
を
ま
た
落
札
し
て
い
る
が
、

大
丈
夫
か
。

総
務
部
長
全
体
の
工
事

を
見
て
、
業

者
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
判

断
で
落
札
し
た
も
の
と
思
う
。

一
体
化
施
設
建
設
事
業
、
三
芳

幼
保
一
体
化
施
設
建
設
事
業
の

う
ち
、
外
構
等
整
備
工
事
に
つ

い
て
、
事
業
の
進
捗
に
遅
れ
が

あ
る
。

問
事
業
の
進
捗
が
遅
れ
る

原
因
は
何
か
。
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

市
長
富
山
小
中
一
貫
校
・

幼
保
一
体
化
施
設

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
建
設
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る

技
能
労
務
者
不
足
か
ら
、
当
該

工
事
に
お
い
て
も
労
務
者
の
確

保
が
で
き
ず
、
工
程
に
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
。
現
在
は
、
約
半

年
の
遅
れ
で
あ
り
、
今
後
、
前

倒
し
工
程
や
作
業
時
間
の
延
長

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
早
期

完
成
に
努
め
る
。

問
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

市
長
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
、
千
倉

幼
保
一
体
化
施
設
建
設
事
業
、

丸
山
体
育
館
大
規
模
改
修
事
業

は
、
予
定
通
り
進
捗
し
て
い
る

が
、
富
山
小
中
一
貫
校
・
幼
保

そ
れ
が
遅
れ
て
く
る
場
合
は
、

例
え
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
今
後
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の

戸
別
無
線
機
を
年
度

当
初
に
配
布
は
で
き
な
い
か
。

木曽　貴夫議員

今
年
度
の
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

予
定
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
事
業
も
あ
る
が
、
遅

れ
て
い
る
事
業
も
あ
る

市
民
生
活
部
長
計
画
通
り

に
配
布
し

て
い
る
。
本
年
度
も
年
度
当
初

か
ら
三
芳
地
区
に
配
布
し
て

お
り
、
現
在
富
浦
、
富
山
地
区

に
配
布
し
て
い
る
。

富山小中一貫校特別教室棟

戸別受信機

一
般
質
問
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れ
し
て
い
る
。

問
夏
休
み
中
の
対
応
と
、

２
学
期
に
入
っ
て
か

ら
の
土
・
日
曜
日
の
部
活
動
対

応
は
。

教
育
長
嶺
南
中
学
校
で

は
、
平
日
に
３

方
面
に
そ
れ
ぞ
れ
午
前
午
後

の
１
日
２
往
復
の
運
行
と
、
富

山
中
学
校
で
は
、
平
日
に
１
方

面
に
午
前
午
後
の
１
日
２
往

復
の
運
行
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
２
学
期
か
ら
の
土
・

日
曜
日
の
部
活
動
対
応
は
、
実

施
時
間
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

ど
の
中
学
校
か
ら
も
運
行
の

要
望
は
き
て
い
な
い
。

問
嶺
南
中
と
富
山
中
は
、

遠
距
離
通
学
の
生
徒

が
複
数
お
り
運
行
す
る
考
え

は
。

業
的
な
運
行
を
す
る
場
合
に
必

要
な
免
許
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
保
護
者
に
、
第
一
種
運

転
免
許
保
有
者
に
よ

る
運
行
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

る
か
。

教
育
長
周
知
は
行
っ
て

い
な
い
。

問
第
二
種
運
転
免
許
保
有

者
採
用
を
内
部
規
定

で
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
法
的
に
第
一
種

運
転
免
許
で
も

第
二
種
運
転
免
許
で
も
良
い
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
規
定
は
必

要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
こ
と
や
、
災
害
な

ど
緊
急
時
に
児
童
生
徒
の
誘
導

を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
で
き

る
人
を
、
受
託
会
社
に
申
し
入

問
運
転
手
は
第
一
種
運
転

免
許
で
良
い
と
の
こ

と
だ
が
、
第
一
種
と
第
二
種
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

教
育
長
第
一
種
運
転
免

許
は
自
家
用
車

等
を
無
償
で
運
行
す
る
場
合
の

た
め
の
免
許
で
、
第
二
種
運
転

免
許
は
緑
ナ
ン
バ
ー
の
営
業
用

自
動
車
等
を
使
い
、
有
償
で
商

教
育
長
学
校
の
ほ
う
で

要
望
が
あ
れ
ば
、

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
伝

え
て
あ
る
。

問
直
営
体
制
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
外
部
委
託
で
き
る

事
業
に
つ
い
て
は
、

　　貞夫議員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
管
理
体
制
は

専
門
性
の
高
い
外
部
委
託
に

効
果
を
検
討
の
上
、
外
部
委
託

す
る
よ
う
推
進
し
て
い
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
者
は
専

門
の
運
行
管
理
者
を
置
き
、
車

両
の
運
行
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
安
全
で
安
心
な
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

スクールバス

バスで通学する嶺南中学校の生徒

一
般
質
問
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

朝夷行政センター駐車場は広いし休憩所の
建物もある。駅ロータリーの高速バス乗り
場を移転しては。

「協働のまちづくり」に一番大切なことは情
報の共有であり、そのために、詳しい予算
説明書が必要ではないか。

東京行き・千葉行きの高速バスに直接乗れ
れば便利なので今後の利用状況を踏まえて
検討する。

金額の大きなものや複数の地域にまたがる
ようなもの、道路の箇所付け等についても、
まずは「ことしの予算」の改良として検討
する。

朝夷行政センターの高速バス乗り
場「南房総千倉」は、平成２５年

１０月より東京便の乗り入れが開始され、現在は
利用者の待合環境向上のため、待合室の整備を進
めています。
　千倉駅には路線バス・電車・タクシーからの高
速バス乗り継ぎ、バス券売所があります。バス乗
り場の移転は高速バス事業者が決定する事です
が、地域の要望に合わせ、良い点・悪い点を検証
しながら設置事業者と協議し進める予定です。

平成２６年度「ことしの予算」は、
社会資本整備の項目に地域別の「主

な事業個所」を掲載しました。
　また、昨年度より２ページ増やし、収入・支出
の割合を円グラフで表示し、支出では目的別と性
質別に分け、より分かりやすくしました。
　これからも、市民のみなさんが理解しやすい紙
面作りを心がけていきます。

その後
その後

高速バス乗り場「南房総千倉」

グラフを増やし見やすくなった「ことしの予算」

追
跡
あの一般質問の行方は

　平成 25年 6月定例会で行われた一般質問です。
　その質問の一部について、その後の状況をお知らせする
コーナーです。



19 ／南房総  議会広報／第 34号

市
民
の
声

　育児には祖父母のサポートは本当にありがたいこ
とですよね。私も祖父母には本当に感謝しています。
少子化が進む中、祖父母のサポートによって第２子、
第３子と出生意欲が高まると思うんです。
　ただ孫の子守は大変ですよね。けがをさせない
ように気を遣いながら。そんな方たちのために、祖
父母と孫で参加できる交流の場があればいいなあ
と思います。もちろん祖父母に頼りっぱなしじゃダ
メですよ、パパ友も作らないと。
　ママが子どもと一緒に参加する交流の場はあっ
ても、パパと子どもだけで参加する交流の場はない
ような・・・。パパだけで子どもと一緒に絵本の読
み聞かせや遊ぶイベントを企画して、参加する機
会が増えることによって、子どもたちとのコミュニ
ケーションだけでなく大人たちも地域の方たちとの
ネットワークを作りサポートしていけるではないで
しょうか。
　この自然豊かな南房総の住み良い暮らしを見守
りながら、子どもたちが『明るく、楽しく、元気よく』
暮らせる環境を作ってあげることが、これからこの
地で子育てをしていく若い方たちの支えとなり希望
を与えられると思います。

子どもを通して未来へ紡
つむ

ぐ
　

　皆さんは、南房総市が道の駅の数『日本一』
といった事をご存知でしょうか。岐阜県にある、
飛騨高山市と並んで、市内に８つの道の駅があ
り、南房総市は面積が飛騨高山市より小さい為、
各道の駅が密集しているといえます。関東道の
駅アワード２０１４にて、南房総市からは３つ
の道の駅がプレミアム３０の中に選ばれました。
しかし、地元の道の駅に足を運んだことのない
方も多いと思います。魅力を感じず興味がわか
なければ、なかなか見てみようとは思いにくい
とは思うのですが、この南房総市に日本一と誇
れるものがあるというのも、知っていただきた
い事です。南房総は観光地です。道の駅はその
地域の観光拠点となっている施設です。
　今年の関東道の駅グランプリを受賞した、群
馬県の川場 (かわば )田園 (でんえん )プラザは、
川場村全体が関連施設となっており、地域に親
密に密着していることも、お客様に喜んでもら
える理由の1つだと思います。
　まずはお近くの道の駅に足を運んでみてはど
うでしょうか。自慢できるような道の駅にして
いきたいですね。

杉本　和彦さん
（和田地区）

角田　厚子さん
（富浦地区）

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまち
づくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集して
います。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地
　　　　　　　議会広報編集特別委員会

TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

南房総市の道の駅
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議
会
だ
よ
り
の
表

紙
に
は
、
創
刊
号
か

ら
市
内
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て

施
設
な
ど
で
働
く
人

た
ち
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　
第
25
号
か
ら
は
野
球
に

サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
そ
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
ほ
か
、
柔

道
や
剣
道
、
さ
ら
に
空
手

と
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
子
ど
も
た
ち
が
表

紙
を
飾
り
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ

う
に
、
元
気
な
市
民
の
皆

さ
ん
の
活
動
を
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
や
要
望
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
芳
幼
稚
園
と
三
芳
保

育
所
を
ひ
と
つ
の
建
物
内

に
一
体
化
し
た
「
三
芳
子

ど
も
園
」
の
建
設
が
終
了

し
、
８
月
21
日
に
竣
し
ゅ
ん
こ
う工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
保
一
体
化
施
設
は
０

歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
に
一
貫
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム(

※)

を
基
に
保
育
・
教
育
を
行

い
、
教
育
の
土
台
作
り
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
三
芳
預
か
り

保
育
室
も
施
設
内
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

施
設
内
の
厨
房
で
調
理

し
た
給
食
を
、
こ
ど
も
園

に
入
所
し
て
い
る
全
て
の

乳
幼
児
に
提
供
し
ま
す
。

　

今
後
、
幼
保
一
体
化
施

設
と
し
て
は
、
小
中
一
貫

校
と
併
せ
て
建
設
中
の
富

山
、
旧
朝
夷
小
学
校
を
改

修
中
の
千
倉
、
旧
八
束
小

学
校
敷
地
内
に
建
設
予
定

の
富
浦
な
ど
、
順
次
開
設

し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

 

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階

や
学
習
能
力
に
応
じ
て
，

順
序
だ
て
て
編
成
し
た
教

育
内
容
の
計
画
。
教
育
課

程
。

三芳子ども園

元気な幼稚園児

保育園の 1歳児

遊具


